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令和２年１１月１日

８ 月 臨 時 会

◆令和２年度直方市一般会計補正予算（専決）を承認

◆業務委託契約の締結について（直方市庁舎防災減災・低

　炭素設備等導入事業委託）を可決

９ 月 定 例 会 に 提 出 さ れ た 議 案 と そ の 結 果

◆直方市子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正

◆令和２年度直方市一般会計補正予算を可決

９ 月 定 例 会

８ 月 臨 時 会 に 提 出 さ れ た 議 案 と そ の 結 果  【専　　決】

議案第６４号
専決処分事項の承認について（令和２年度直方市一般会
計補正予算（第５号））

※ 承認

 【そ の 他】 ※ 原案可決

議案第６５号 業務委託契約の締結について（直方市庁舎防災減災・低
炭素設備等導入事業委託） 

議案第 ６ 号
専決処分事項の報告について（市営住宅家賃滞納に係る
民事調停）

 【報　　告】 ※ 報告

 【報　　告】

報告第 ７ 号 直方市土地開発公社の経営状況について

※ 報告

報告第 ８ 号 公益財団法人直方文化青少年協会の経営状況について

報告第 ９ 号 一般財団法人直方市福祉会の経営状況について

報告第１０号 令和元年度直方市の財政の健全化判断比率について

報告第１１号
令和元年度直方市上頓野産業団地造成事業特別会計の資
金不足比率について

報告第１２号 令和元年度直方市水道事業会計の資金不足比率について

報告第１３号
令和元年度直方市下水道事業会計の資金不足比率につい
て

報告第１４号
令和元年度直方市教育委員会の権限に属する事務の管理
及び執行の状況についての点検及び評価について

 【決　　算】

議案第６６号 令和元年度直方市一般会計歳入歳出決算の認定について

※ 認定

議案第６７号
令和元年度直方市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について

議案第６８号
令和元年度直方市同和地区住宅資金貸付事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

議案第６９号
令和元年度直方市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
について

議案第７０号
令和元年度直方市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について

議案第７１号
令和元年度直方市上頓野産業団地造成事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

 【条　　例】 ※ 原案可決

議案第７４号
直方市子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正す
る条例について

議案第７５号
直方市重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改
正する条例について

 【そ の 他】 ※ 原案可決

議案第７６号 市道路線の認定について

議案第７７号 市道路線の廃止について

 【人　　事】 ※ 原案同意

議案第７９号 人権擁護委員候補者の推薦について

議案第７８号
直方市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を
求めることについて

議案第７２号
令和元年度直方市水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定について

議案第７３号
令和元年度直方市下水道事業会計剰余金の処分及び決算
の認定について

 【決　　算】 ※ 原案可決及び認定

議案第８０号 令和２年度直方市一般会計補正予算（第６号）

議案第８１号
令和２年度直方市国民健康保険特別会計補正予算（第３
号）

議案第８２号 令和２年度直方市水道事業会計補正予算（第２号）

 【予　　算】 ※ 原案可決

議案第８３号 令和２年度直方市一般会計補正予算（第７号）

 【選　　挙】

選挙第 ２ 号 直方市選挙管理委員補充員選挙

選挙第 １ 号 直方市選挙管理委員選挙
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議案の内容
　８月臨時会と９月定例会で提案された議案の中から、業務委託契約の締結、直方市子

ども医療費の支給に関する条例の一部改正、一般会計補正予算及び令和元年度決算の認

定の一部についてご紹介します。

◆業務委託契約の締結（直方市庁舎防災減災・低炭素設備等導入事業委託）
　市庁舎の電気・空調設備の老朽化に伴う機器更新を環境省の「地域の防災・減災と低炭素化を同
時実現する自立・分散型エネルギー設備等導入推進事業補助金」を活用し、自立運転 GHP（ガスヒー
トポンプエアコン）、LED 照明、太陽光・蓄電池及びエネルギーマネジメント設備を新たに導入す
る事業の業務委託契約の締結について可決しました。
　これらの設備導入により、市庁舎が有する災害発生時の対策拠点の機能整備と共に、環境省が進
める低炭素化社会の実現に貢献することとなり、年間当たりエネルギー費用約３５０万円（ＣＯ 2
約１５６ｔ相当）の削減が可能になる予定です。

【概要】
契約金額：８億９，０７２万６，６１６円
工事期間：令和２年９月～令和３年１月末（予定）
工事業者：株式会社ハッセイ（北九州市八幡西区市瀬一丁目２番１号）

◆令和２年度直方市一般会計補正予算（第５号）【専決】
　今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症対策として実施する事業のうち、特に緊急に対処
する必要があるものについて、所要の予算措置を行ったものです。これらは、去る７月１５日付け
専決第８号をもって専決処分されており、主な事業として、ひとり親世帯臨時特別給付金（注１）、
直方市家賃軽減支援交付金（注２）、感染症対策強化などの業務を支援するスクール・サポート・
スタッフの小中学校への配置などがあります。
　歳入歳出それぞれ１億６，４２６万７千円を追加し、総額は３４６億７，６１９万３千円となりま
す。

（注１）ひとり親世帯臨時特別給付金（９，５８０万円）
　新型コロナウイルス感染症の影響により子育てと仕事を一人で担う低所得のひとり親世帯に、特
に大きな困難が心身に生じていることを踏まえて、こうした世帯の子育て負担の増加や収入減に対
する支援を行うため、臨時特別給付金の支給を行います。

（注２）直方市家賃軽減支援交付金（５，１８３万８千円）
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により売上が減少した事業者に対して、事業の継続を支援
するため、国の家賃支援給付金の給付を受けた事業者に対して、県の給付に合わせて上乗せで家賃
の１５分の１を支給します。

◆直方市子ども医療費の支給に関する条例の一部改正
　現在、本市の子ども医療費の助成に関しては、通院については小学校６年生まで、入院について
は中学校３年生までを助成対象としています。今回の改正は、令和３年４月から、福岡県が子ども
医療費の助成対象を通院・入院とも中学校３年生までに拡大することから、本市も県の制度に合わ
せて、通院に係る医療費の助成を中学校３年生まで拡大しようとするものです。
　所得制限については、現行の小学校６年生までと同様に中学生についても設けないこととし、自
己負担額については、県の制度に合わせて、１医療機関当たり月額１，６００円が上限となります。

↖３ページへ続く

９ 月 定 例 会 の 主 な 議 案 と そ の 内 容

８ 月 臨 時 会 の 主 な 議 案 と そ の 内 容
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↘２ページの続き

◆令和２年度直方市一般会計補正予算（第６号・第７号）
　今回の補正予算は、国の２次補正予算で交付される新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金及び国・県の新型コロナウイルス感染拡大防止事業補助金を活用した新型コロナウ
イルス対策の関連事業や河川改修、街路事業の県営事業負担金、７月６日から７日の集中豪雨
による災害応急・復旧事業費並びに市営住宅や道路、農業施設などの維持補修費の不足分など
が主として計上されました。歳入歳出それぞれに１０億４，１２２万１千円を追加し、総額が
３５７億１，７４１万４千円となります。

★新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業の主な事業
　○ＬＩＮＥを活用した新しい生活様式ＰＲ事業　５００万円
　○ハザードマップ等防災ブック作成事業（注３）　８４７万円
　○住民税申告における申告者の混雑回避事業　４２万９千円
　○新型コロナウイルス感染症緊急経済対策事業（障がい福祉施設等支援）１，１００万円
　○健康増進事業費（健康状態の自己管理等）　３６０万２千円
　○地域の感染状況等を踏まえたきめ細かい医療提供体制等構築事業　４６５万円
　○集団健診会場における感染防止対策事業　６６万円
　○乳幼児健康診査個別実施支援事業
　　４カ月児健診　１１７万９千円
　　７カ月児健診　１２０万２千円
　　１歳６カ月・３歳６カ月児健診　７１７万８千円
　○感染拡大防止のための施設消毒事業（幼稚園・保育所・学童クラブ）　１５０万円
　○公立保育園の延長保育事業に係る感染拡大防止対策補助金　５０万円
　○農業活性化事業費補助金　１，９００万円
　○デジタル化推進事業　１，５２１万８千円
　○コワーキングスペース整備補助金　５００万円
　○行政課題解決型ＩｏＴ等の開発実証事業　１，０００万円
　○小学校・中学校保健室エアコン整備事業　９５５万８千円
　○小学校・中学校保健特別対策事業　１，９００万円
　○中央公民館施設予約システム構築事業　４４０万円
　○高齢者タクシー料金助成事業（注４）　６，６７０万円

（注３）ハザードマップ等防災ブック作成事業
　現在の本市のハザードマップは、浸水想定区域、土砂災害警戒区域や指定避難所を標記した校区
ごとのＡ２判の地図タイプ１枚ものとなっていますが、今回、作成しようとしているハザードマッ
プは、地域ごとのハザードマップに車中泊避難場所などを追加し、災害に対する事前の備え、防災
情報の収集方法、避難の考え方や避難時に必要なもの、注意点などを災害ごとに１冊にまとめたＢ
４判５０ページ前後の冊子タイプを予定しています。その中には、新しい生活様式を考慮した避難
所での新型コロナウイルス感染対策なども盛り込む予定です。

（注４）高齢者タクシー料金助成事業
　７５歳以上の高齢者を対象として、３密が予想される公共交通機関を避け、必要な外出を行うた
めにタクシーチケット（初乗り運賃６５０円分×１０枚）を配布して、移動の支援を行います。

◆令和元年度直方市一般会計歳入歳出決算の認定
　議会の決算審議は、予算審議とともに重要な案件であり、収支の当否について（会計検査）や、
議会の議決にのっとって執行され、行政効果を上げたか（行政審査）など検討したことを確認する
もので、今後の予算編成や行財政運営の改善に役立てる大きな意義があります。市議会は行政の監
視役として、今後も厳しくチェックしていきます。

【実施した主な事業】
　○汚泥再生処理センター建設事業関連　１２億８，０４２万９千円
　○中泉中央市営住宅建築工事関連　３億３，３６８万４千円
　○直方中央公園整備事業関連　６，４０５万９千円
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作
し
て
管
路
情
報
や
給

水
情
報
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
こ
れ
に
よ
り
職
員
と

来
庁
者
の
接
触
機
会
を
減
ら
す

と
と
も
に
、
待
ち
時
間
の
短
縮
、

業
務
の
効
率
化
等
の
効
果
が
期

待
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
で
し
た
。

市
民
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
適
切
な
改
修
を
行
う
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
直
方
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定(

国
民
健
康
保
険
の
県

単
位
化
に
つ
い
て
）

　
い
ず
れ
も
適
正
な
予
算
執
行

で
あ
る
と
の
意
見
が
多
数
を
占

め
る
中
、
平
成
30
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
国
民
健
康
保
険

の
県
単
位
化
は
、
市
町
村
独
自

の
施
策
が
と
り
づ
ら
く
な
る

上
、
保
険
者
努
力
支
援
と
い
っ

た
市
町
村
間
で
競
わ
せ
る
よ
う

な
制
度
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ

り
、
賛
成
で
き
な
い
と
の
反
対

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

直
方
市
子
ど
も
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
子
ど
も
医
療
費
の
支
給
に
つ

い
て
、
県
が
通
院
・
入
院
と
も

中
学
校
３
年
生
ま
で
に
対
象
を

拡
大
す
る
こ
と
か
ら
、
本
市
も

県
の
制
度
に
合
わ
せ
て
、
令
和

３
年
４
月
か
ら
通
院
の
助
成
対

象
を
中
学
校
３
年
生
ま
で
に
拡

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

令
和
２
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
直
方
市
消
防
団
第

７
分
団
第
２
部
格
納
庫
建
替
事

業
費
に
つ
い
て
）

　
直
方
市
消
防
団
第
７
分
団
第

２
部
格
納
庫
建
替
事
業
費
に
つ

い
て
、
契
約
の
不
履
行
に
よ
り

今
年
度
の
執
行
が
見
込
め
な
い

と
の
説
明
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
所
管
課
か

ら
、
今
回
の
事
業
は
工
事
の
区

分
を
「
建
物
工
事
」「
電
気
設

備
工
事
」「
管
工
事
」
の
３
つ

に
分
け
て
入
札
を
行
い
、「
建

物
工
事
」
に
つ
い
て
、
入
札
は

成
立
し
た
も
の
の
、
落
札
業
者

が
契
約
の
締
結
期
限
ま
で
に
下

請
業
者
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と

を
理
由
に
契
約
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

　
　

委
員
会

　
　
　
　

の
審
査

　

各
常
任
委
員
会
は
、
９
月

17
日
、
18
日
に
開
催
さ
れ
、
付

託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会



　
今
定
例
会
で
は
、
次
の
意
見

書
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果

可
決
し
ま
し
た
。
可
決
し
た
意

見
書
を
、
関
係
行
政
庁
等
に
送

付
し
ま
し
た
。

◎
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充

に
係
る
意
見
書

◎
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

◎
医
療
機
関
へ
の
更
な
る
経
営

支
援
を
求
め
る
意
見
書

◎
全
企
業
に
対
し
て
「
永
久
劣

後
ロ
ー
ン
」
融
資
制
度
の
創
設

を
求
め
る
意
見
書

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財

源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　
主
な
送
付
先
は
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

大
臣
、
財
務
大
臣
ほ
か
関
係
行

政
庁
等
大
臣
。

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

◆
直
方
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

　　

森　

幸
太
朗

　
　
　
　
　
　（
選
任
に
同
意
）

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
　

香　

月　

久
美
子

　
　
　
　（
法
務
大
臣
に
推
薦
）

◆
直
方
市
選
挙
管
理
委
員

　
　

山　

口　

愼　

輔

　
　

成　

清　

一　

枝

　
　

能　

間　

典　

子

　
　

渡　

邉　

敦　

史

　
　　
　
（
選
挙
の
結
果
当
選
）

◆
直
方
市
選
挙
管
理
委
員
補
充

員
　
　

加　

藤　

直　

行

　
　

吉　

田　

幸　

隆

　
　

大　

石　

真　

純

　
　

河　

津　

由　

里

　
　
　
　
　
　
　
（
右
に
同
じ
）

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
社
会
情
勢
の

悪
化
が
本
市
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
は
、
地
域
経
済
に
大
き
な

マ
イ
ナ
ス
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
地
域
経

済
の
悪
化
は
税
収
減
に
よ
り
地

方
財
政
へ
影
響
が
及
び
、
そ
の

影
響
は
長
期
化
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
本
市
に
お
け
る
こ
の
影
響
に

つ
い
て
の
現
状
と
今
後
の
対
策
・

考
え
方
を
問
う
。

　
　
　
感
染
拡
大
防
止
か
ら
３

密
と
な
る
会
議
や
研
修
会
、
ま

た
感
染
地
へ
の
出
張
等
は
制
限

さ
れ
、
事
業
の
進
捗
に
影
響
が

及
び
、
来
年
度
に
延
期
や
中
止

と
な
っ
て
い
る
事
業
が
あ
る
。

　
課
税
所
得
の
減
少
に
加
え
、

税
の
徴
収
猶
予
や
減
免
な
ど
に

よ
る
収
入
の
減
で
予
算
の
削
減

や
事
業
の
見
直
し
も
考
え
ら
れ

る
が
、
国
の
補
塡
や
減
収
補
塡

債
な
ど
の
財
源
手
当
て
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
大
き
な
施
策
の
見

５
のおがた議会だより

一 般 質 問
　９月定例会の一般質問は、９月８日から１１日の４日間行われ、１４名の議員が市政の各分野

にわたって質問しました。一般質問は、議案と関係なく市政全般にわたり執行機関に対して、執

行状況や将来に対する方針などについて所信を質したり、報告、説明を求めるものです。

人
事
案
件

三

根

広

次

議

員

質
問

答
弁

　
委
員
会
と
し
て
は
、
下
水
道

課
へ
の
来
庁
者
も
重
複
す
る
で

あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
上
水
道
の

シ
ス
テ
ム
整
備
の
み
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

や
業
務
の
効
率
化
と
し
て
の
効

果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
と
は

言
い
難
い
こ
と
か
ら
、
上
・
下

水
道
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
に
つ
い
て
質

疑
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
所
管
課
か

ら
、
今
後
は
上
水
道
、
下
水
道

一
貫
し
て
同
時
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
今
回
の
市
道
認
定
は
、
県
に

よ
る
都
市
計
画
道
路
・
境
口
鴨

生
田
線
関
連
の
道
路
整
備
事

業
、
い
わ
ゆ
る
勘
六
橋
２
期
工

事
の
実
施
に
先
立
ち
、
整
備
さ

れ
る
側
道
の
認
定
を
行
お
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
本
事
業
の
経
過
報
告
等
が
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
件
の

よ
う
な
市
道
認
定
に
あ
た
っ
て

は
今
後
、
関
連
事
業
等
の
進
捗

状
況
及
び
経
過
報
告
の
説
明
を

丁
寧
に
行
う
よ
う
に
と
意
見
を

述
べ
た
上
で
、
採
決
の
結
果
、

意 

見 

書


